
国民年金
コーナー

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の

独
自
の
給
付
と
し
て「
付
加
年
金
」

や「
寡
婦
年
金
」「
死
亡
一
時
金
」が

あ
り
ま
す
。

付
加
年
金

　

第
１
号
被
保
険
者
・
任
意
加
入

被
保
険
者
が
定
額
保
険
料（
月
額

１
万
４
，９
８
０
円
に
付
加
保
険

料（
月
額
４
０
０
円
）を
プ
ラ
ス
し

て
納
付
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金

に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
。

・
付
加
年
金
の
年
金
額
は
、

２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付

月
数
。

・
付
加
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金

と
合
わ
せ
て
受
給
で
き
る
終
身

年
金
で
す
が
、
受
け
取
る
付
加

年
金
額
は
定
額
の
た
め
、
物
価

の
変
動
に
よ
っ
て
の
増
額
・
減

額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
方

は
、
付
加
保
険
料
を
納
付
で
き

ま
せ
ん
。

・
付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
し

込
ん
だ
月
分
か
ら
に
な
り
ま

す
。
ま
た
納
付
期
限
を
過
ぎ
る

と
納
付
で
き
ま
せ
ん
。
納
付
期

限
は
翌
月
末
日（
休
日
・
祝
日

の
場
合
は
翌
営
業
日
）で
す
。

寡
婦
年
金

　

第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険

料
を
納
め
た
期
間（
免
除
期
間
を

含
む
）が
25
年
以
上
あ
る
夫
が
亡

く
な
っ
た
と
き
に
、
生
計
を
維
持

さ
れ
て
い
た
妻（
10
年
以
上
継
続

の
婚
姻
関
係
）に
対
し
て
60
歳
か

ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
支
給
さ

れ
ま
す
。

死
亡
一
時
金

　

第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険

料
を
納
め
た
月
数
が
36
月
以
上

（
一
部
納
付
の
場
合
は
月
数
が
変

わ
り
ま
す
）あ
る
方
が
、
老
齢
基

礎
年
金
や
障
害
基
礎
年
金
を
受
け

な
い
ま
ま
亡
く
な
っ
た
と
き
、
そ

の
方
に
よ
っ
て
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
た
遺
族（
①
配
偶
者
②
子
③

父
母
④
孫
⑤
祖
父
母
⑥
兄
弟
姉
妹

の
中
で
優
先
順
位
の
高
い
方
）に

支
給
さ
れ
ま
す
。

・
死
亡
一
時
金
の
額
は
、
保
険
料

を
納
め
た
月
数
に
応
じ
て
12
万

円
か
ら
32
万
円
で
す
。

・
付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数
が

36
月
以
上
あ
る
場
合
は
、
８
，

５
０
０
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

・
遺
族
が
、
遺
族
基
礎
年
金
の
支

給
を
受
け
ら
れ
る
と
き
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

・
寡
婦
年
金
と
死
亡
一
時
金
の
両

方
を
受
け
ら
れ
る
場
合
は
、
ど

ち
ら
か
一
方
を
選
択
し
ま
す
。

・
死
亡
一
時
金
を
受
け
る
権
利
の

時
効
は
、
死
亡
日
の
翌
日
か
ら

２
年
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
郡
山
年
金
事
務
所

☎
０
２
４
‐
９
３
２
‐
３
４
３
４

問
町
民
生
活
課

☎
７
２
‐
６
９
３
３

・
年
金
額
は
、
夫
の
第
１
号
被
保

険
者
期
間
だ
け
で
計
算
し
た
老

齢
基
礎
年
金
額
の
４
分
の
３
の

額
。

・
亡
く
な
っ
た
夫
が
、
障
害
基
礎

年
金
の
受
給
権
者
で
あ
っ
た
場

合
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
場
合
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

・
妻
が
繰
り
上
げ
支
給
の
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
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